
桑名市教育委員会学校支援課 教育指導係

令和６年７月桑名市総合教育会議

子ども・保護者・地域
学校・教育委員会をむすぶ
新たなコミュニケーション



桑名市⇔全国 1人１台端末活用状況比較
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ICT活用と学力について
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1人1台端末活用頻度と正答率の相関関係

国語正答率 算数（数学）正答率
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令和６年４月22日 デジタル行財政改革会議（第５回） 文部科学省資料より

４ページ参照

教育DXに係る当面のKPI①３



令和６年４月22日 デジタル行財政改革会議（第５回） 文部科学省資料より

クラウド環境を活用した校務DXを積極的に推進している学校※

5.5%(R5)→100%(R8)★

（※）児童生徒・保護者との欠席・遅刻・早退連絡や各種連絡・調
査・アンケート、校内での情報共有や資料共有、調査・アンケート
についてクラウドサービスを積極的に取り入れている学校

教育DXに係る当面のKPIより

教育DXに係る当面のKPI②４



保護者と学校との連絡ツール①５

各家庭からの欠席連絡に使用しているツール

ツール 校数 割合

電話・連絡帳 １２校 ３３．３％

デジタルツール ２４校 ６６．６％

ツール内訳

ツール 校数 割合

Googleフォーム ９ ２５．０％

tetoru ７ １９．４％

マチコミ ６ １６．６％

LINE １ ２．７％

ロイロノート １ ２．７％

完全デジタル化７校

市内３６校（小27校 中9校）



保護者と学校との連絡ツール②６

各家庭への緊急連絡、メール配信に
使用しているツール

各家庭へのアンケート、
調査等に使用しているツール

ツール 校数 割合

マチコミ ２８ ７７．８％

tetoru ６ １６．６％

LINE １ ２．８％

キズナネット １ ２．８％

ツール 校数 割合

Googleフォーム ３３ ９１．６％

紙
（デジタル併用）

２６ ７２．２％

紙のみ １ ２．８％

LINE １ ２．８％

マチコミ １ ２．８％

市内３６校（小27校 中9校）

全校（３６校）で使用 ３５校で使用



ツールが統一されていないことでおこる課題７

例①学校内でいくつもの
ツールを使っている場合

欠席連絡 緊急連絡
アンケート
調査

tetoru マチコミ Google

小学校４年・弟 中学校1年・姉

マチコミ tetoru

例②学校ごとに緊急連絡に
別のツールを使っている場合

【保護者】
・用途ごとにツールを使い分ける必要がある。
・懇談会等学校からのお知らせを見落として
しまう。
・他のメールと紛れてしまう。

【教職員】
・勤務校ごとに情報提供や周知のルールが
ちがう。

・勤務校ごとにツールが違うため、何度も
ツールの使い方を覚え直す必要がある。

・自動転記など校務DXが進んでない。

ツールの統一が必要



①スピーディな連絡

○教育委員会から 不審者情報
○学校から 天候等による行事開催予定の変更
などの緊急連絡の、迅速な連絡が可能。

⇒「熱中症特別警戒アラート」による
臨時休校等、スピーディな連絡が可能

④学校の負担軽減

○学校の配付物等にかかる時間（印刷 仕分け 配布
回収）短縮。

⇒デジタル化推進により、十分な学級
指導時間の確保や、働き方改革につな
げる

ツールの統一で期待される効果8

②市役所からの周知

○桑名市の新しい制度（留学支援奨学金等）
○各種奨学金
○市役所各課からのお知らせ（中学生議会、投票率向上
委員会、各種イベント呼びかけ）など。

⇒児童生徒・保護者・地域の方に、必
要な情報を提供できる環境を構築可能

③保護者の生活リズムの維持

○勤務中の時間（子どもの帰宅前）に確認できる
○パートナーや祖父母など複数で確認できる
○欠席連絡も時間を選ばず連絡できる

⇒保護者が生活リズムを崩さず、時
間・場所を選ばず情報を得ることや、
連絡が可能

子ども・保護者・地域・学校・教育委員会の
一層の連携が期待される



児童生徒・保護者・地域

・学校便り・不審者情報・奨学金の通知・市役所各課からのお知らせ等をリアルタイム
に確認できる。

⇒「より地域とともにある学校」

・欠席連絡を学校始業前にできる。通話中や担任呼び出しなどの待ち時間もなくなる。

⇒「時間にゆとりを持って対応」

学校

・児童生徒・保護者・地域に確実に情報を届けられる。
・カラーで様子を伝えられる。
・印刷、配布、回収等にかかる時間や費用の縮減

⇒積極的な情報発信 勤務の効率化

ICTを活用した児童生徒・保護者・地域・学校の連携9

病院に
いきます

未読 既読

アン
ケート

・風邪
・欠席
・送信

TAP！

タップのみで
必要事項を連絡

必要に応じて
メッセージ記載

担任教員への
通知・共有

学級・部活動
単位での連絡

様々なファイル
添付

プッシュ型
通知

未読・既読の
確認と把握

直接確認
確実に届く

自動集計と
グラフ作成表示

様々な場面での
活用

◇・・
○・・
☆・・


